


　令和６年度一般会計及び特別会計の決算が、９月議会で認定されました。
一般会計・特別会計３会計を合わせた決算は、歳入総額が 110 億 9,583 万円（前年度対比
+5.0％）、歳出総額は 110 億 2,321 万円（同 +10.0％）となりました。歳入から歳出を差し
引いた額は 7,262 万円となり、この額から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質
収支額は 3,636 万円の黒字となりました。

６ 年 度 決 算 状 況 ６ 年 度 決 算 状 況

８２億２，０２２万円
　「町税」について、固定資産税は前年度対比 1.5% の減となった一方で、町民税の個人分は
17.4%、法人分は企業の売り上げが増加し、業績は好調に推移したことにより、76.4％の増
となり、町税全体では、15.8％、４億 2,097 万円の増収となりました。「地方交付税」は、町
が標準的な税収入見込み額をもって標準的な行政サービスや施設維持を行った場合の財源
不足額を国から交付される制度で、普通交付税と特別交付税があります。６年度の普通交付
税は、『町の標準的な行政運営を行うために必要な経費見込み』から差し引かれる『町の標準
的な税収見込み』が増額算定されたことで、交付額は 2.4％の減、特別交付税においても減
額となったことから、「地方交付税」全体では 2.7％の減となりました。

８１億５，４６６万円
　「総務費」は、保健センター・老人福祉センターを統合し、子育て機能等を併せ持つ新複合
施設の整備に向け、基本設計をまとめました。また、書かない窓口、公共施設予約システム
等を導入し、デジタル化を推進したほか、国の定額減税に伴う給付金事業などにより、前年
度対比 16.1%、1億 6,456 万円増額となりました。「民生費」は、障がい福祉サービスに係る
給付費の増加や制度改正に伴う児童手当の拡充に加え、低所得者世帯を支援する物価高騰
対応の給付金事業などにより、20.0%、４億 4,659 万円増額となりました。「教育費」は、５
年度から着手した文化センター耐震補強・大規模改修工事や小中学校体育館トイレの施設
改修、村上小学校のマンホールトイレ整備事業などにより、63.8%、４億 8,311 万円増額と
なりました。
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会 計 別 決 算 （単位：千円）

令和７年４月１日現在の町の人口　13,778人

民生費
194,692円

土木費
48,186円

教育費
90,051円

商工費
46,291円

公債費
43,999円

総務費

86,310円

衛生費

27,023円

消防費

23,543円

農林水産業費

23,375円

その他

8,391円
（議会・労働など）（議会・労働など）

歳
入
一
般
会
計

歳
出
一
般
会
計

町税
30億9,083万円

（37.6％）

（単位：千円）

繰入金
4億4,106万円

（5.4％）

諸収入
4億4,742万円

（5.4％）
寄附金

1億2,470万円
（1.5％）

地方交付税
14億7,538万円

（18.0％）

繰越金ほか
6億5,056万円

（7.9％）

国庫支出金
7億2,716万円

（8.9％）
県支出金

4億3,192万円
（5.2％）

地方消費税交付金
3億9,513万円

（4.8％）

町債
1億8,450万円

（2.2％）

地方譲与税ほか
2億5,156万円

（3.1％）

民生費
26億8,246万円

（32.9％）

総務費
11億8,917万円

（14.6％）

教育費
12億4,072万円

（15.2％）

衛生費
3億7,233万円

（4.6％）

農林水産業費
3億2,207万円

（3.9％）

商工費
6億3,780万円

（7.8％）

土木費
6億6,391万円

（8.1％）

消防費
3億2,437万円

（4.0％）

公債費
6億622万円
（7.4％）

その他
1億1,561万円

（1.5％）

公営企業会計
収益的収支 資本的収支

収入決算額 支出決算額 収支差額 収入決算額 支出決算額 収支差額

下水道事業会計 601,563 545,403 56,160 181,847 429,917 △248,070

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億 4,807 万円は、当年度分消費税資本
　的収支調整額及び損益勘定留保基金等で補填しております。

広報さかき広報さかき　　2025年10月号2025年10月号 22



　令和６年度一般会計及び特別会計の決算が、９月議会で認定されました。
一般会計・特別会計３会計を合わせた決算は、歳入総額が 110 億 9,583 万円（前年度対比
+5.0％）、歳出総額は 110 億 2,321 万円（同 +10.0％）となりました。歳入から歳出を差し
引いた額は 7,262 万円となり、この額から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質
収支額は 3,636 万円の黒字となりました。

６ 年 度 決 算 状 況 ６ 年 度 決 算 状 況

８２億２，０２２万円
　「町税」について、固定資産税は前年度対比 1.5% の減となった一方で、町民税の個人分は
17.4%、法人分は企業の売り上げが増加し、業績は好調に推移したことにより、76.4％の増
となり、町税全体では、15.8％、４億 2,097 万円の増収となりました。「地方交付税」は、町
が標準的な税収入見込み額をもって標準的な行政サービスや施設維持を行った場合の財源
不足額を国から交付される制度で、普通交付税と特別交付税があります。６年度の普通交付
税は、『町の標準的な行政運営を行うために必要な経費見込み』から差し引かれる『町の標準
的な税収見込み』が増額算定されたことで、交付額は 2.4％の減、特別交付税においても減
額となったことから、「地方交付税」全体では 2.7％の減となりました。

８１億５，４６６万円
　「総務費」は、保健センター・老人福祉センターを統合し、子育て機能等を併せ持つ新複合
施設の整備に向け、基本設計をまとめました。また、書かない窓口、公共施設予約システム
等を導入し、デジタル化を推進したほか、国の定額減税に伴う給付金事業などにより、前年
度対比 16.1%、1億 6,456 万円増額となりました。「民生費」は、障がい福祉サービスに係る
給付費の増加や制度改正に伴う児童手当の拡充に加え、低所得者世帯を支援する物価高騰
対応の給付金事業などにより、20.0%、４億 4,659 万円増額となりました。「教育費」は、５
年度から着手した文化センター耐震補強・大規模改修工事や小中学校体育館トイレの施設
改修、村上小学校のマンホールトイレ整備事業などにより、63.8%、４億 8,311 万円増額と
なりました。
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会 計 別 決 算 （単位：千円）

令和７年４月１日現在の町の人口　13,778人

民生費
194,692円

土木費
48,186円

教育費
90,051円

商工費
46,291円

公債費
43,999円

総務費

86,310円

衛生費

27,023円

消防費

23,543円

農林水産業費

23,375円

その他

8,391円
（議会・労働など）（議会・労働など）

歳
入
一
般
会
計

歳
出
一
般
会
計

町税
30億9,083万円

（37.6％）

（単位：千円）

繰入金
4億4,106万円

（5.4％）

諸収入
4億4,742万円

（5.4％）
寄附金

1億2,470万円
（1.5％）

地方交付税
14億7,538万円

（18.0％）

繰越金ほか
6億5,056万円

（7.9％）

国庫支出金
7億2,716万円

（8.9％）
県支出金

4億3,192万円
（5.2％）

地方消費税交付金
3億9,513万円

（4.8％）

町債
1億8,450万円

（2.2％）

地方譲与税ほか
2億5,156万円

（3.1％）

民生費
26億8,246万円

（32.9％）

総務費
11億8,917万円

（14.6％）

教育費
12億4,072万円

（15.2％）

衛生費
3億7,233万円

（4.6％）

農林水産業費
3億2,207万円

（3.9％）

商工費
6億3,780万円

（7.8％）

土木費
6億6,391万円

（8.1％）

消防費
3億2,437万円

（4.0％）

公債費
6億622万円
（7.4％）

その他
1億1,561万円

（1.5％）

公営企業会計
収益的収支 資本的収支

収入決算額 支出決算額 収支差額 収入決算額 支出決算額 収支差額

下水道事業会計 601,563 545,403 56,160 181,847 429,917 △248,070

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億 4,807 万円は、当年度分消費税資本
　的収支調整額及び損益勘定留保基金等で補填しております。

広報さかき広報さかき　　2025年10月号2025年10月号33



　令和６年度の一般会計の新規の長期借入金は、文化センター及びびんぐし湯さん館に太陽光発電設備設置に
係る地方債など１億 8,450 万円で前年度対比 3.5％の増、また、長期借入金の償還額は、前年度対比 1.3％増の 5
億 9,491 万円、一般会計の年度末現在高は前年度より４億 1,042 万円の減となり、下水道事業会計をあわせた町
全体では６億 739 万円減少し、102 億 6,002 万円となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、財政の健全性を示す指標（下表のとおり）について、監
査委員の審査、議会への報告と公表が義務付けられています。5つの指標のうち 1つでも早期健全化基準を超え
ると、議会の議決を経て財政健全化計画を策定し、更に財政再生基準を超えると、議会の議決を経て財政再生計
画を策定したうえで、国の指導下で財政再建を図ることになります。
　令和６年度の坂城町の指標はいずれも早期健全化基準を下回り、健全な状況で推移しています。

区　　　　分
一 般 会 計
下 水 道 事 業 会 計
合　　　　計

６年度末
53億3,340万円
49億2,662万円
102億6,002万円

５年度末
57億4,382万円
51億2,359万円
108億6,741万円

増　減
△4億1,042万円
△1億9,697万円
△6億739万円

増減率
△7.1％
△3.8％
△5.6％

①・②・④は、黒字のため数
値が入らないので「－」で
の表示となっています。
⑤は、資金不足がなく、数
値が入らないことから「－」
での表示となっています。

　令和６年度は、坂城テクノセンター施設 ZEB 化改修への支援、長期借入金の償還などに充当するため、工業振
興施設等整備基金や減債基金などから取り崩しを行いました。
　また、予算の状況等を見ながら積立てを行い、年度末現在高は、前年度より４億 6,745 万円増の 65 億 9,298 万
円となりました。

普通会計において「歳入額から歳出額を差し引いた額」を標準財政規模で割った比率で、
赤字の度合いを示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
※普通会計＝一般会計＋特別会計のうち普通会計に相当する会計（６年度該当なし）
普通会計と特別会計、公営企業会計（下水道事業）を含め、地方公共団体全体としての赤
字度合を示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
公債費負担の重さを示す指標で、過去３ヶ年の平均値で表します。算出にあたっては、地
方債の元利償還金のほか、一般会計から下水道事業会計や葛尾組合など一部事務組合の
元利償還金に対する繰出金、負担金なども自治体の借金返済額に含めています。
一般会計の地方債残高のほか、下水道事業会計や一部事務組合、広域連合、土地開発公社
に対する債務保証も含めた「自治体が背負っている実質的な債務」を標準財政規模で割っ
た比率で将来的な負担の重さを示します。
標準的な年間収入の何年分の債務があるかというイメージになっています。
公営企業ごとに事業活動に必要な資金の過不足を示す指標です。町の下水道事業は、資金
が充足されているため数値は入りません。

①実質赤字比率(％)
②連結実質赤字比率(％)
③実質公債費比率(％)
④将来負担比率(％)
⑤資金不足比率(％)

－
－
7.9
－
－

－
－
8.4
－
－

15 
20 
25 

350
（経営健全化基準） 20 

20 
30
35 

６年度末 ５年度末 早期健全化基準 財政再生基準指 標

区　　　　分
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
合　　　　計

５年度末
25億6,496万円

7億5,758万円
28億299万円
61億2,553万円

６年度末
25億9,673万円

7億2,846万円
32億6,779万円
65億9,298万円

増　減
3,177万円

△2,912万円
4億6,480万円
4億6,745万円

増減率
1.2％

△3.8％
16.6％
7.6％

（その他特定目的基金は、普通会計に属するもので、定額運用がなされる基金は含まれていません。）

６年度の主な事業（単位：千円）
総 務費　1,189,174（歳出に占める割合：14.6％）
温泉管理事業（町温泉施設改修工事ほか）
まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）
ふるさと納税事業
複合施設建設事業（基本設計ほか）
税償還金・還付加算金
選挙費（衆議院議員選挙ほか）
定額減税調整給付事業費

民 生費　2,682,461（32.9%）
老人福祉事業（敬老祝、介護予防、特別会計繰出金ほか）
心身障がい者等福祉事業（介護・訓練給付ほか）
物価高騰支援給付金給付事業
児童福祉関係事業（児童手当、子ども医療給付ほか）
保育園・子育て支援センター・児童館

衛 生費　372,325（4.6%）
予防・健康増進事業（予防接種、各種検診）
ごみ・し尿処理関係事業
（長野広域連合、葛尾組合、千曲衛生施設組合負担金ほか）

農 林水産業費　322,068（3.9%）
農業振興費
（地域営農推進、有害鳥獣対策、さかきワイン文化推進事業ほか）
農地費
（農道等基盤整備、町単補助、多面的機能支払交付金事業）
林業振興・林道事業費
（松くい虫防除、町有林・林道管理、森林環境整備）

商 工費　637,802（7.8%）
中小企業対策事業（預託金、保証料補給ほか）
中心市街地活性化事業
テクノセンター支援事業（施設 ZEB 化改修補助ほか）

土 木費　663,906（8.1%）
道路新設改良費（A01 号線ほか）
橋梁新設改良費 (橋梁修繕事業 )
下水道事業会計繰出金
花と緑のまちづくり・公園管理事業
（さかき千曲川バラ公園整備ほか）
高速交通総務費
（循環バス、鉄道軌道安全輸送設備整備等負担金）

消 防費　324,374（4.0%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金ほか）
消防施設費
（軽積載車購入、消火栓工事負担金ほか）

教 育費　1,240,719（15.2%）
GIGA スクール構想推進事業
災害用マンホールトイレ整備事業（村上小）
小中学校費（学校管理、教育振興）
図書館・公民館等運営事業
文化財保護費（埋蔵文化財発掘調査、歴史館管理）
文化センター耐震補強・大規模改修事業
生涯学習・保健体育関係事業
食育・学校給食センター運営事業

57,570
113,180
41,787
42,152
22,271
11,305
112,602

37,659
57,811
285,000
48,282

53,357

113,356
181,312

371,110
45,963
130,131

514,160
421,455
40,474
295,806
366,217 256,516

30,080

30,606
12,464
156,055
42,946
16,988
513,086
20,297
138,290

35,204

114,235

104,694

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

⑤資 金 不 足 比 率
   （下 水 道 事 業）

※令和６年度決算の詳細については、主要施策の実績報告書として町ホームページにも掲載しています。

◆国民健康保険特別会計
　決算額は 12 億 2,445 万 2 千円で、主に保険給付費や県への事業
費納付金に対する支出を行い、前年度に比べ 3,302 万 6 千円 (2.6%)
の減となりました。

◆介護保険特別会計
　決算額は 13 億 5,876 万 7 千円で、主に保険給付費や地域支援事業
費に対する支出を行い、前年度に比べ 271 万 4 千円 (0.2%) の減とな
りました。

◆後期高齢者医療特別会計
　決算額は2億 8,532万 7千円で、保険料の徴収や窓口業務を行い、
前年度に比べ 3,492 万 9 千円 (13.9%) の増となりました。

◆下水道事業会計
　主に中之条・上平地区の舗装本復
旧等を実施し、６年度末の供用面積は
573ha で、下水道整備率は 95% にな
りました。

６ 年 度 決 算 状 況 ６ 年 度 決 算 状 況
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　令和６年度の一般会計の新規の長期借入金は、文化センター及びびんぐし湯さん館に太陽光発電設備設置に
係る地方債など１億 8,450 万円で前年度対比 3.5％の増、また、長期借入金の償還額は、前年度対比 1.3％増の 5
億 9,491 万円、一般会計の年度末現在高は前年度より４億 1,042 万円の減となり、下水道事業会計をあわせた町
全体では６億 739 万円減少し、102 億 6,002 万円となっています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」による、財政の健全性を示す指標（下表のとおり）について、監
査委員の審査、議会への報告と公表が義務付けられています。5つの指標のうち 1つでも早期健全化基準を超え
ると、議会の議決を経て財政健全化計画を策定し、更に財政再生基準を超えると、議会の議決を経て財政再生計
画を策定したうえで、国の指導下で財政再建を図ることになります。
　令和６年度の坂城町の指標はいずれも早期健全化基準を下回り、健全な状況で推移しています。

区　　　　分
一 般 会 計
下 水 道 事 業 会 計
合　　　　計

６年度末
53億3,340万円
49億2,662万円
102億6,002万円

５年度末
57億4,382万円
51億2,359万円
108億6,741万円

増　減
△4億1,042万円
△1億9,697万円
△6億739万円

増減率
△7.1％
△3.8％
△5.6％

①・②・④は、黒字のため数
値が入らないので「－」で
の表示となっています。
⑤は、資金不足がなく、数
値が入らないことから「－」
での表示となっています。

　令和６年度は、坂城テクノセンター施設 ZEB 化改修への支援、長期借入金の償還などに充当するため、工業振
興施設等整備基金や減債基金などから取り崩しを行いました。
　また、予算の状況等を見ながら積立てを行い、年度末現在高は、前年度より４億 6,745 万円増の 65 億 9,298 万
円となりました。

普通会計において「歳入額から歳出額を差し引いた額」を標準財政規模で割った比率で、
赤字の度合いを示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
※普通会計＝一般会計＋特別会計のうち普通会計に相当する会計（６年度該当なし）
普通会計と特別会計、公営企業会計（下水道事業）を含め、地方公共団体全体としての赤
字度合を示します。坂城町は黒字のため数値は入りません。
公債費負担の重さを示す指標で、過去３ヶ年の平均値で表します。算出にあたっては、地
方債の元利償還金のほか、一般会計から下水道事業会計や葛尾組合など一部事務組合の
元利償還金に対する繰出金、負担金なども自治体の借金返済額に含めています。
一般会計の地方債残高のほか、下水道事業会計や一部事務組合、広域連合、土地開発公社
に対する債務保証も含めた「自治体が背負っている実質的な債務」を標準財政規模で割っ
た比率で将来的な負担の重さを示します。
標準的な年間収入の何年分の債務があるかというイメージになっています。
公営企業ごとに事業活動に必要な資金の過不足を示す指標です。町の下水道事業は、資金
が充足されているため数値は入りません。

①実質赤字比率(％)
②連結実質赤字比率(％)
③実質公債費比率(％)
④将来負担比率(％)
⑤資金不足比率(％)

－
－
7.9
－
－

－
－
8.4
－
－

15 
20 
25 

350
（経営健全化基準） 20 

20 
30
35 

６年度末 ５年度末 早期健全化基準 財政再生基準指 標

区　　　　分
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
その他特定目的基金
合　　　　計

５年度末
25億6,496万円

7億5,758万円
28億299万円
61億2,553万円

６年度末
25億9,673万円

7億2,846万円
32億6,779万円
65億9,298万円

増　減
3,177万円

△2,912万円
4億6,480万円
4億6,745万円

増減率
1.2％

△3.8％
16.6％
7.6％

（その他特定目的基金は、普通会計に属するもので、定額運用がなされる基金は含まれていません。）

６年度の主な事業（単位：千円）
総 務費　1,189,174（歳出に占める割合：14.6％）
温泉管理事業（町温泉施設改修工事ほか）
まちづくり推進事業（地域づくり活動支援ほか）
ふるさと納税事業
複合施設建設事業（基本設計ほか）
税償還金・還付加算金
選挙費（衆議院議員選挙ほか）
定額減税調整給付事業費

民 生費　2,682,461（32.9%）
老人福祉事業（敬老祝、介護予防、特別会計繰出金ほか）
心身障がい者等福祉事業（介護・訓練給付ほか）
物価高騰支援給付金給付事業
児童福祉関係事業（児童手当、子ども医療給付ほか）
保育園・子育て支援センター・児童館

衛 生費　372,325（4.6%）
予防・健康増進事業（予防接種、各種検診）
ごみ・し尿処理関係事業
（長野広域連合、葛尾組合、千曲衛生施設組合負担金ほか）

農 林水産業費　322,068（3.9%）
農業振興費
（地域営農推進、有害鳥獣対策、さかきワイン文化推進事業ほか）
農地費
（農道等基盤整備、町単補助、多面的機能支払交付金事業）
林業振興・林道事業費
（松くい虫防除、町有林・林道管理、森林環境整備）

商 工費　637,802（7.8%）
中小企業対策事業（預託金、保証料補給ほか）
中心市街地活性化事業
テクノセンター支援事業（施設 ZEB 化改修補助ほか）

土 木費　663,906（8.1%）
道路新設改良費（A01 号線ほか）
橋梁新設改良費 (橋梁修繕事業 )
下水道事業会計繰出金
花と緑のまちづくり・公園管理事業
（さかき千曲川バラ公園整備ほか）
高速交通総務費
（循環バス、鉄道軌道安全輸送設備整備等負担金）

消 防費　324,374（4.0%）
常設消防費（千曲坂城消防組合負担金ほか）
消防施設費
（軽積載車購入、消火栓工事負担金ほか）

教 育費　1,240,719（15.2%）
GIGA スクール構想推進事業
災害用マンホールトイレ整備事業（村上小）
小中学校費（学校管理、教育振興）
図書館・公民館等運営事業
文化財保護費（埋蔵文化財発掘調査、歴史館管理）
文化センター耐震補強・大規模改修事業
生涯学習・保健体育関係事業
食育・学校給食センター運営事業

57,570
113,180
41,787
42,152
22,271
11,305
112,602

37,659
57,811
285,000
48,282

53,357

113,356
181,312

371,110
45,963
130,131

514,160
421,455
40,474
295,806
366,217 256,516

30,080

30,606
12,464
156,055
42,946
16,988
513,086
20,297
138,290

35,204

114,235

104,694

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

⑤資 金 不 足 比 率
   （下 水 道 事 業）

※令和６年度決算の詳細については、主要施策の実績報告書として町ホームページにも掲載しています。

◆国民健康保険特別会計
　決算額は 12 億 2,445 万 2 千円で、主に保険給付費や県への事業
費納付金に対する支出を行い、前年度に比べ 3,302 万 6 千円 (2.6%)
の減となりました。

◆介護保険特別会計
　決算額は 13 億 5,876 万 7 千円で、主に保険給付費や地域支援事業
費に対する支出を行い、前年度に比べ 271 万 4 千円 (0.2%) の減とな
りました。

◆後期高齢者医療特別会計
　決算額は2億 8,532万 7千円で、保険料の徴収や窓口業務を行い、
前年度に比べ 3,492 万 9 千円 (13.9%) の増となりました。

◆下水道事業会計
　主に中之条・上平地区の舗装本復
旧等を実施し、６年度末の供用面積は
573ha で、下水道整備率は 95% にな
りました。

６ 年 度 決 算 状 況 ６ 年 度 決 算 状 況
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主な支援制度・募集など

◎申請・問い合わせ先　総務課税務係　☎82－3111（内線141・144）　直通75－6206

◯　商業を新規に創業しようとする方
◯　創業して間もなく、商業運営に支援が必要な方

◎申込・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線153）　直通75－6207

貸 部 屋

入居資格

　国の経済対策に基づき、令和６年度に実施した定額減税で、減税しきれないと見込まれる方への調整給
付金（当初調整給付）を給付しましたが、その給付額に不足が生じている方へ追加で給付を行っています。
　対象と見込まれる方には、「調整給付金（不足額給付分のご案内）」とともに緑色の「支給確認書」または
「申請書」の用紙を８月に送付しています。
　まだ、お手元にある方は給付を受けるための手続きが完了していません。提出期限をすぎると給付金を
受給できませんので、早めの手続きを行ってください。

 「けやき横丁」は、新規商業者の支援・育成施設です。町では、テナントに入居し、新しく商業での創業
をされる方を募集しています。詳しくは商工農林課までお問い合わせください。

床面積 21.7㎡　　共益費 40,000円／月（光熱水費別）　　敷金 80,000円

　物価高騰により光熱費や食材費等の負担が増大していることから、引き続き安定したサービスの提
供ができるよう町内の高齢者福祉施設、障がい福祉施設、医療機関、薬局等を対象に社会福祉施設等
物価高騰対策支援金を支給します。

募集区画

２区画　（テナント２、テナント４）

応募方法

　利用許可申請書等（商工農林課窓口にて配布）に必要事項をご記入の上、令和7年10月31日
（金）までに商工農林課へご提出ください。

※１区画あたり

※審査会を開催し、入居者を決定します。

◎問い合わせ先　高齢者福祉施設について：福祉健康課保険係　☎82－3111（内線134）　直通75－6205
　　　　　　　　障がい福祉施設について：福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線132）　直通75－6205
　　　　　　　　医療機関、薬局等について：保健センター　☎82－3111（内線511）　直通75－6230

提出期限 令和7年10月31日（金）必着
注 意

１．期限までに提出がない場合は給付金の受給を辞退したものとみなします。
２．提出期限までに書類を提出いただいても、記入漏れや添付書類もれなどの不備により、10　
　　月31日（金）までに手続きが完了しない場合は給付金を受給できない場合があります。
　　早めの手続きをお願いします。

令和7年10月31日（金）必着

申請方法

申請期限

対象の施設には9月下旬に申請書を発送しました。申請書に必要事項を記入の上ご提出ください。

支給対象

　令和7年4月1日時点で町内に所在する高齢者福祉施設、障がい福祉施設、医療機関、薬局、助
産所、施術所
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　比較的抵抗力が弱い中学生以下の子どもについて、学校など集団生活にお
けるインフルエンザウイルスのまん延の危険性が高いことから、町では、任意
で受けたインフルエンザ予防接種に対する費用の一部を助成します。

町内に住所を有する中学生以下の子ども

※９月下旬ごろ、対象となるご家庭へ「助成券」
をお送りしました。まだお手元に届いていな
い方は保健センターまでご連絡ください。

対 象 者

実施期間

助成金額 上限 1,000 円

実施期間内で１人１回まで
※13 歳未満は２回まで

助成回数

【右記①の町内実施医療機関】
・いろかわ医院（☎82－2143）　《事前予約要》
・こうだ内科（☎75－7887）　《事前予約要》
・さかき生協診療所（☎82－0101）　《事前予約要》
・武市医院（☎82－2606）　《事前予約不要》
・松尾医院（☎82－2013）　《事前予約要》
・村上堂大井クリニック（☎81－3131）　《事前予約要》

助成方法

医療機関で接種費用全額を一旦支払い、後日、
助成金（1,000円）を保健センターに請求する。

【持ち物】　・助成金交付申請書兼請求書
　　　　　　（町ホームページからダウンロード
　　　　　　　または保健センター窓口にあります）

　　　　　・未使用の助成券、領収書の原本
　　　　　・予防接種の記録
　　　　　  （母子健康手帳、予防接種済証等）
　　　　　・印鑑、振込先口座のわかるもの

２

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線512）直通75－6230

実施医療機関に助成券を提出し、（予防接種
費用－1,000 円）を支払う。

【持ち物】　・助成券（必要事項を記入）

　　　　　・母子健康手帳、健康保険証
　　　　　・接種料金

１

南条保育園

坂城保育園

村上保育園

受付日

   10月27日（月）

   10月29日（水）

   10月30日（木）

入園年齢

６か月～

12か月～

６か月～

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

配布開始　10 月１日（水）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

配布開始　10 月１日（水）
配布場所　町内各保育園・教育文化課子ども支援室
　　　　　　　　　　　　（役場２階）

　11 月 4 日（火）から 11 月 7 日（金）までに、入
園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　11 月 4 日（火）から 11 月 7 日（金）までに、入
園申込書類を教育文化課子ども支援室（役場２階）
に提出してください。出生前でも申込みできます。

　下表の日程で入園申込みの受付を行います。事前
予約のうえ、入園を希望する保育園へお申込みくだ
さい。なお、当日は入園を希望するお子さんの面談
も行いますので、お子さんと一緒にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月 1 日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

◆受付時間　午前９時～午後５時（各園共通）◆
※当日都合のつかない方は、11 月 1 日（土）午前中

に子育て支援センター（坂城保育園２階）で受付
を行います。

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　
　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

10 月 1 日（水）～令和８年 1月 31 日（土）
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保健センター

☎82－3111（内線511）

直通75－6230

　　接種日において 65 歳以上の方

　　60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全ウイルス

　　の疾病により身体障害者手帳１級をお持ちの方
対象者

接種回数

・保険証、マイナンバーカードなど年齢と住所が確認できるもの
・接種料金
・郵送された予診票（上記「対象者」　    の方のみ）

10 月 1 日（水）～令和８年 1 月 31 日（土）

接種の際の
持ち物

実施期間

接種料金 自己負担金　1,000 円 自己負担金　4,500 円

実施期間中にそれぞれ１回

　それぞれの予診票は、下記の医療機関に置いてありますので、受診時
にご記入ください。

■実施医療機関　下記以外で接種を希望する場合は実施の有無など直接医療機関にお問い合わせください。

　▶インフルエンザ予防接種・新型コロナウイルス感染症予防接種  実施機関

▶インフルエンザ予防接種  実施機関

10 月 1 日（水）～令和８年 3 月 31 日（火）

☎82-2013

☎(026)272-0269
☎(026)275-3341
☎(026)273-8788
☎(026)261-5815

☎(026)272-0131
☎(026)275-0111
☎(026)214-8212
☎(026)272-3610
☎(026)273-6611
☎(026)214-2114
☎(026)272-1013

〔予約〕
要

中沢医院
中島産婦人科小児科　  
福嶋メンタルクリニック戸倉
もみのき内科クリニック　
安川整形外科クリニック 
ちくまこころのクリニック
さわらび内科クリニック

【坂城町の実施医療機関】
松尾医院
【千曲市の実施医療機関】

飯島医院
かいぬま耳鼻咽喉科医院
島田クリニック
とも泌尿器科クリニック

☎82-2143
☎82-0101
☎82-2606
☎81-1330
☎75-7887
☎81-3131

☎(026)272-1435
☎(026)272-0744
☎(026)273-1212
☎(026)275-1581
☎(026)275-7800

☎(026)272-1005
☎(026)275-5515
☎(026)214-3501
☎(026)272-2828
☎(026)273-8680
☎(026)273-1201
☎(026)272-0493
☎(026)272-3713
☎(026)275-0405
☎(026)276-0413
☎(026)276-2700
☎(026)247-8468
☎(026)273-8511

【坂城町の実施医療機関】
いろかわ医院
さかき生協診療所
武市医院
東信よしだ内科
こうだ内科
村上堂大井クリニック
【千曲市の実施医療機関】

稲荷山医療福祉センタ－
篠ノ井橋病院　  
千曲中央病院
長野寿光会上山田病院
安里医院

〔予約〕
不要
要

不要
要
要
要

あんずの里クリニック
市川内科医院
いなりやまクリニック
おかだクリニック　  
坂口整形外科
島谷医院　
菅谷東クリニック 　 
鴇沢内科クリニック
とぐらクリニック　　
とよき内科
やまざき医院　　
やしろあきたクリニック
松代総合病院ちくま診療所
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女
性
団
体
連
絡
会
は
、町
内
10
女
性

団
体
で
構
成
さ
れ
、女
性
の
活
躍
を
通

じ
て「
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
」を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の『
男
女
共
同
参
画
週
間
』で
の

内
閣
府
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の『
誰

で
も
、ど
こ
で
も
、自
分
ら
し
く
』は
、ま

さ
に
私
た
ち
が
目
指
す
社
会
の
姿
と
重

な
っ
て
お
り
、日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
は

「
職
場
」「
地
域
」「
家
庭
」の
垣
根
を
越
え
、

誰
も
が
個
性
と
能
力
を
充
分
に
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
も

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
11
月
に
、さ
か
き

男
女
共
同
み
ん
な
の
会
の
皆
さ
ん
と
共

に「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０
２

５
」を
開
催
し
ま
す
。　

　
今
回
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
た
め
し
て
ガ
ッ

テ
ン
」の
番
組
制
作
に
携
わ
っ
た
北
折

一
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
て
、地
域

で
の
社
会
参
加
や
健
康
に
関
す
る
内
容

の
講
演
会
が
開
催
で
き
る
よ
う
、準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。堅
苦
し
い
講
演
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、多
く
の
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
理
事
の
皆
様
な
ど
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、会
長
と
し
て
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」

　　「
身
の
回
り
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差

を
見
直
し
、誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
6
月
28
日
に
開

か
れ
た
、講
演
会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
。

私
た
ち
は
、「
坂
城
町
隣
保
館
」に
て
、オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
で
受
講
し
ま
し
た
。講
師

は
テ
レ
ビ
等
で
有
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
浜
口
敬
子
さ
ん
で
し
た
。男
女
の
格
差

は
、地
域
社
会
の
存
続（
少
子
化
・
人
口
減

な
ど
）に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
を
統
計
や

具
体
例
を
あ
げ
、わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。根
深
い
性
別
役
割

分
業
意
識
の
改
革
を
行
い「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
と
い
っ
た
発
想
を
や
め
、女
性

に
は
よ
り
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
、男
性
に

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
の
解
放
を
」行
う

こ
と
が
重
要
だ
と
話
さ
れ
、多
様
性
の
重

視
や
仲
間
作
り
の
大
切
さ
を
説
か
れ
ま
し

た
。例
年
は
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
み
の
聴
講

で
し
た
が
、今
回
は
参
加
者
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
い
、「
老
若
男
女
関
係
な
く
相
手

を
尊
敬
す
る
」「
自
立
を
す
る
」「
自
分
に

で
き
る
こ
と
は
精
一
杯
行
い
、で
き
な
い

こ
と
は
補
っ
て
も
ら
い
、不
得
手
な
こ
と

で
無
理
を
し
な
い
」「
不
平
等
や
偏
見
に
気

づ
く
柔
軟
性
を
持
つ
」「
何
も
し
な
い
で
は

変
わ
ら
な
い
か
ら
、些
細
な
こ
と
で
も
続

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、意
識
に
変
化
を
も

た
ら
す
」な
ど
多
く
の
感
想
や
意
見
が
出

さ
れ
、充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
の
努
力
の   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
み
重
ね
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
進
に
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
り
、町
が
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
と
感
じ
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

日
で
し
た
。

　
女
性
団
体
連
絡
会
の
研
修
は
、
7
月
24

日
、岡
谷
・
諏
訪
方
面
へ
、
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
。暑
さ
真
っ
盛
り
、連
日
の
雷
、夕

立
の
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、無
事
に
終

了
で
き
ま
し
た
。

　
岡
谷
蚕
糸
博
物
館（
シ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト

お
か
や
）で
は
、館
内
の
〝
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

工
房
〞
で
、
30
分
の
ま
ゆ
玉
工
作
と
し
て
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
に
挑
戦
し
、数
人
が

見
本
に
は
な
い
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ね
ず
こ
ん
」を
制
作
し
、出
来
上

が
り
は
さ
す
が
で
し
た
。次
に
蚕
の
一
生

が
一
目
で
わ
か
る
養
蚕
ス
ペ
ー
ス
で
、四

齢
で
桑
を
食
べ
て
い
る
お
カ
イ
コ
様
か
ら

繭
玉
ま
で
大
切
に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
し

た
。懐
か
し
い
器
具
等
展
示
さ
れ
、ま
た

蚕
糸
業
の
歴
史
・
製
糸
機
械
の
変
遷
な
ど

を
見
て
、日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。印
象
に

残
っ
た
の
は
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
女
工

さ
ん
の
仕
事
や
生
活
面
の
紹
介
で
、映
画

『
あ
ゝ
野
麦
峠
』で
描
か
れ
た「
女
工
哀
史
」

も
確
か
に
蚕
糸
業
の
歴
史
の
一
部
で
す

が
、そ
れ
が
全
て
で
は
な
く
、女
性
た
ち

（
当
時
、
10
代
前
半
か
ら
20
代
が
中
心
）に

は
仕
事
の
合
間
に
読
み
書
き
算
術
、裁
縫

等
の
教
育
が
施
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
帰
郷

後
も
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
帰
り
際
に
見
た
旧
岡
谷
市
役
所（
映
画

『
ゴ
ジ
ラ
―
１
．０
』の
撮
影
に
使
用
）の

威
厳
あ
る
立
派
な
建
物
に
象
徴
さ
れ
る
、

当
時
の
隆
盛
と
多
く
の
女
性
達
の
汗
を
感

じ
ま
し
た
。

　
諏
訪
市
で
は
諏
訪
大
社
上
社
に
お
参
り

後
、諏
訪
市
博
物
館
で
学
芸
員
に
上
社
・
下

社
の
成
り
立
ち
、御
柱
祭
り
と
諏
訪
地
方

の
歴
史
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
御
神
渡
り
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
久
し

く
、地
球
温
暖
化
が
深
く
影
を
落
と
し
て

い
る
の
を
淋
し
く
感
じ
ま
し
た
。

会長
山﨑　美代子

発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会
発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会

『
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
　
　

　

                           

自
分
ら
し
く
』

農
村
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
か
き

女
性
専
門
相
談
員

保
健
補
導
員
会

消
費
者
の
会

交
通
安
全
協
会
坂
城
支
部
女
性
部

商
工
会
女
性
部

更
生
保
護
女
性
会

婦
人
消
防
隊

日
赤
奉
仕
団

農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー

令和７年度坂城町女性団体連絡会

会

　長

　山
﨑

　美
代
子

副
会
長

　天
田

　恵
子

　
　
　
　三
井

　由
香

「
視
察
研
修
に
参
加
し
て
」

「
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

〝
あ
い
と
ぴ
あ
〞
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
て
」

活
動
報
告

活
動
報
告

第 46 号

ひ
と

ひ
と
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日　時　　10 月 18 日（土）　午前 10 時～午後 0時 30 分

会　場　　文化センター体育館　　　　　

内　容　　ボッチャ、モルック、フライングディスクなどのユニバーサルスポーツ　　

対象者　　どなたでもご参加いただけます。

参加費　　無料

令和７年度

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。戦没者に追悼の誠をささげ、平和への誓いを新たにするため、坂城町戦没者追悼式を実施します。

■日　    時　11 月６日（木）　午前 10 時～ 11 時
■会    　場　文化センター  大会議室
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参列申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10 月 10 日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。

■日　    時　11 月 6 日（木）   午前 10 時～ 11 時
■会　    場　文化センター  大会議室
■対  象  者　戦没者のご遺族、参列を希望する方
■内　    容　式辞、黙とう、追悼のことば、献花
■参列申込　参列を希望する場合には事前の申込みが必要です。
　　　　　　福祉健康課に電話でお申込みいただくか、町ホームページから
　　　　　　申請書をダウンロードし、必要事項を記入のうえお申込みください。
■申込期限　10 月 10 日（金）
■注意事項　当日は華美な服装を避け、平服でお越しください。

◎問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 136）　直通 75－6205

▲網掛区の作業の様子（弧落城遊歩道）

　町では、毎年、里山の遊歩道の倒木処理や下草刈りな
どの作業を、地元区の皆さんに行っていただいています。
　葛尾城遊歩道は大宮区、あたご山遊歩道は日名沢区・
大宮区・新町区・坂端区（年度交替制）、狐落城遊歩道
は網掛区、室賀峠遊歩道は上五明区の皆さんです。
　各地区の皆さんがきれいに整備された遊歩道を歩きな
がら里山を散策してみませんか。
※里山散策にお出かけの際は、クマに遭遇しないように
鈴やラジオなどを携帯してください。また、事前に天候
を確認し、持ち物や服装に十分注意してください。
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
は
、10

月
31
日（
金
）に
指
定
口
座
か
ら
振

替
を
し
ま
す
の
で
、振
替
日
前
日
ま

で
に
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、10
月
22
日（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
金
融

機
関
に
よ
っ
て
は
、手
続
き
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
総
務
省
及
び
町
で
は
、令
和
7
年

10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国

一
斉
に「
令
和
７
年
国
勢
調
査
」を

実
施
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、日
本
で
最
も
重
要

な
統
計
調
査
と
し
て
5
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
ま
す
。調
査
対
象
は
日
本

に
居
住
す
る
全
世
帯
で
、対
象
者
に

は
回
答
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。　

　
9
月
下
旬
頃
か
ら
国
の
委
嘱
を

受
け
た
調
査
員
が
、町
内
全
世
帯
へ

調
査
の
お
願
い
に
伺
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
回
答
に
つ
い
て
は
、一
人
分
に
つ

き
5
〜
10
分
で
完
了
す
る
か
ん
た

ん
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
関
す
る
ご
質
問
等
は
、訪

問
す
る
調
査
員
や
企
画
政
策
課
ま

た
は
国
勢
調
査
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

　
国
勢
調
査
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０―

０
２―

５
９
０
１

　
☎
０
３―

６
６
２
８―

２
２
５
８

　（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
）

　
固
定
資
産
税
の
評
価
額
は
、3
年

に
一
度
全
国
一
斉
に
評
価
替
え（
価

格
の
見
直
し
）を
行
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
令
和
9
年
度
固
定

資
産
税
の
評
価
替
え
に
向
け
て
、事

前
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
令
和
7
年
10
月
〜

　
9
年
3
月

調
査
地
区
　
町
内
全
域
　

調
査
内
容
　
路
線
付
設
見
直
し
調

　
査
等（
撮
影
、測
量
を
含
む
）　

調
査
員
　
委
託
業
者
の
調
査
員
は

　
身
分
証
明
書
を
身
に
付
け
て
い

　
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
３
・

　
１
４
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
麻
薬
、覚
醒
剤
、大
麻
、シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
等（
以
下「
麻
薬
・

覚
醒
剤
・
大
麻
等
」と
い
う
。）の
薬

物
乱
用
は
、乱
用
者
個
人
の
健
康
上

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、各
種
の
犯

罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
、公
共
の
福

祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害
を
も
た

ら
す
も
の
で
す
。

　
近
年
、麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
等

の
乱
用
は
、一
般
市
民
層
へ
の
拡
大

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、特
に
、令
和

6
年
の
全
国
の
大
麻
事
犯
の
検
挙

人
員
は
、過
去
最
多
を
更
新
し
た
令

和
5
年
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、６
，

０
０
０
人
を
超
え
て
、引
き
続
き
高

い
数
値
と
な
っ
た
う
え
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

に
お
け
る
大
麻
に
関
す
る
誤
っ
た

情
報
の
流
布
等
も
一
因
と
な
っ
て
、

30
歳
未
満
の
若
年
層
に
お
け
る
大

麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
、大
麻
事
犯

全
体
の
約
7
割
を
占
め
る
な
ど
、深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
運
動
は
、麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大

麻
等
の
薬
物
乱
用
に
よ
る
危
害
と

薬
物
事
犯
の
実
態
を
、特
に
 30
歳
未

満
の
若
年
層
を
中
心
と
し
て
、広
く

県
民
に
周
知
し
、県
民
が
一
体
と

な
っ
て
こ
れ
に
立
ち
向
か
う
態
勢

を
つ
く
り
、薬
物
乱
用
の
根
絶
を
期

す
る
も
の
で
す
。

期
間
　
10
月
1
日（
水
）〜
 11
月
30
日

　（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課

　
麻
薬
毒
劇
物
係

　
☎
０
２
６―

２
３
５―

７
１
５
９

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野

県
最
低
賃
金
」が
、令
和
7
年
10
月

3
日
か
ら
時
間
額
１
，０
６
１
円
に

改
正
さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ

の
環
境
整
備
、雇
用
の
維
持
を
図
る

た
め
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先（
最
低
賃
金
）

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
５
５

　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

◎
問
い
合
わ
せ
先（
助
成
金
）

　
業
務
改
善
助
成
金 

長
野
労
働
局

　
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
６
０

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金 

長
野

　
労
働
局
職
業
対
策
課

　
☎
０
２
６―

２
２
６―

０
８
６
６

　
越
総
合
通
信
局
で
は
10
月
の「
受

信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」に
、テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
防
止
に
向

け
た
活
動
を
集
中
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、

ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
っ
て
聴
け
な
い

場
合
に
は
、ご
近
所
で
も
同
じ
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
い

た
だ
き
、総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
信
越
総
合
通
信
局

　
▫
不
法
無
線
局
に
関
す
る
こ
と

　
　
監
視
調
査
課

　
　
☎
０
２
６―

２
３
４―

９
９
７
６

　
▫
放
送
受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と

　
　
受
信
障
害
対
策
官

　
　
☎
０
２
６―

２
３
４―

９
９
９
１

町
県
民
税（
第
３
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

介
護
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
は
10
月
31
日（
金
）　
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１
６
９
系
電
車
限
定
記
念
硬
券

先
着
４
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ほ
か
、ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
よ

る
無
料
周
遊
乗
車
、ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
、Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
の
ほ
か
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、１
６

９
系
電
車
特
別
仕
様
の
釜
め
し
３

０
０
食
限
定
販
売
な
ど
の
飲
食

コ
ー
ナ
ー
や
、鉄
道
会
社
に
よ
る

グ
ッ
ズ
販
売
、運
転
体
験
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
、鉄
道
む
す
め

衣
装
着
用
に
よ
る
モ
デ
ル
撮
影
会

な
ど
、見
て
、乗
っ
て
、味
わ
っ
て
、

楽
し
め
る
、盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
！

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
26
日（
日
）午
前
10
時

　
〜
午
後
4
時

会
場
　
坂
城
駅
前
多
目
的
広
場
・

　
１
６
９
系
電
車
・
中
心
市
街
地

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※

事
前
申
込
不
要
、参
加
費
無
料

　
詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
広
報
さ
か
き
に
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち
創
生
推
進
室

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

日
時
　
10
月
8
日（
水
）・
11
月
5
日

　（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容
　
簡
単
な
体
操
・
血
圧
測
定

　（
毎
回
）、生
活
や
食
で
の
血
流
改

　
善
の
学
習
等
、個
別
に
食
事
や
健

　
康
相
談
も
で
き
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
み
不
要
）

服
装
等
　
動
き
や
す
い
服
装
、飲
み

　
物
持
参
で
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」は
健
康
で

な
い
と
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。そ
の
た
め『
す
べ
て
の
女

と
男
が
輝
く
ま
ち
』と
な
る
よ
う
、

健
康
や
社
会
参
加
な
ど
を
テ
ー
マ

に「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０

２
５
」を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
で
人
気

番
組
だ
っ
た「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ

ン
」の
専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
折

一
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、健
康
や
長

寿
の
コ
ツ
、地
域
で
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
15
日（
土
）午
後
2
時
〜

場
所
　
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
　

記
念
講
演

【
演
題（
仮
）】
　「ガ
ッ
テ
ン
流
！
健

　
康
長
寿
の
裏
技
教
え
ま
す
。介

　
護
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
か
け

　
る
の
は
い
や
だ
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

【
講
師
】　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
た
め
し
て

　
ガ
ッ
テ
ン
」演
出
担
当
デ
ィ
レ
ク  

　
タ
ー  

北
折  

一 

さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
実
行
委

　
員
会
事
務
局（
隣
保
館
内
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　　
篠
ノ
井
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

「
就
職
応
援
会（
坂
城
町
編
）」を
開

催
し
ま
す
。お
仕
事
を
お
探
し
の
方

が
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
直
接

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
す
。事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
29
日（
水
）受
付
時
間
：

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

※

参
加
企
業
に
つ
い
て
は
、
篠
ノ

井
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
篠
ノ
井
公
共
職
業
安
定
所
紹
介
部
門

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９
　

　（
ナ
ビ
番
号
５
）

　
創
業
前
に
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
や
、創
業
に
関
す
る
基
礎
知
識

な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。夢
に
向
か
っ
て
一
歩
前

へ
踏
み
出
す「
き
っ
か
け
」が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日（
木
）午
後
6
時
〜

　
8
時

場
所
　
町
商
工
会
館

対
象
　
創
業
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、創

　
業
し
て
間
も
な
い
方
、ど
な
た
で
も

　
ご
参
加
で
き
ま
す
。

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
坂
城
町
中
小
企
業
能
力
開
発
学
院

   （
町
商
工
会
）

　
☎
８
２―

３
３
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
２―

８
２
２
８

　
10
月
１
日
の「
法
の
日
」を
中
心

に
、県
下
全
域
で
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
18
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

場
所
　
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム

相
談
内
容
　
不
動
産
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
の
財
産
管
理
、相
続
、不
動

産
の
取
引
、空
き
家
の
相
続
、裁

判
所
へ
の
提
出
書
類
作
成
な
ど

予
約
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
清
水
敏
彦
さ
ん

　（
長
野
県
司
法
書
士
会
上
田
支
部
長
）

　
☎
２
８―

０
７
７
７

　（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

 

日
時
　
11
月
8
日（
土
）午
前
9
時
〜

　
11
時
30
分（
小
雨
決
行
）

場
所
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部 

戸
倉  

　
上
山
田
消
防
署

内
容
　

　

　▫
放
水
・
救
助
体
験

　
▫
消
防
救
急
車
両
展
示
・
救
助

　
隊
に
よ
る
訓
練
展
示

　▫
第
46
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
入

　
選
作
品
展
示

　
▫
消
防
服
着
装
体
験
　
な
ど

　※

内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課
企
画
係

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

　
お
と
わ
の
会
で
は「
い
ち
ゃ
り
ば

ち
ょ
う
で
ぃ
」コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
う

で
ぃ
」と
は
、沖
縄
の
言
葉
で「
出
会

え
ば
、皆
、兄
弟
」と
い
う
意
味
で
す
。

沖
縄
の
音
楽
で
、南
国
の
風
を
感
じ
、

心
も
軽
く
、楽
し
い
気
分
に
な
り
ま

し
ょ
う
。皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
4
日（
土
）午
後
2
時
〜

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　（
福
）町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
２―

２
５
５
１

　隣
保
館
で
は
、だ
れ
も
が
気
軽
に

行
え
る
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通

じ
、健
康
づ
く
り
と
地
域
住
民
相
互

の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
と
差
別
の
な

い「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、ス
マ
イ

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
19
日（
水
）午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
隣
保
館 

大
会
議
室（
２
階
）

参
加
費
　
無
料

参
加
者
　
隣
保
館
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ

　
ン
グ
教
室
参
加
者
及
び
近
隣
地
域

　
住
民

申
込
期
限
　
10
月
30
日（
木
）詳
し
く

　
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
隣
保
館

　
☎
８
２―

６
６
０
３

日
時
　
10
月
17
日（
金
）午
前
9
時
〜

場
所
　
鼠
橋
運
動
公
園
　
マ
レ
ッ
ト

　
ゴ
ル
フ
場（
若
あ
ゆ
コ
ー
ス
）

対
象
者
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
方
法
　
町
シ
ニ
ア
連
事
務
局

　(

町
社
協)

窓
口
に
あ
る
申
込
書
に

　
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

申
込
期
限
　
10
月
9
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局  

   (

（
福
）町
社
会
福
祉
協
議
会
内)

　
☎
８
２―

２
５
５
１

　
現
在
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、介

護
職
員
初
任
者
の
法
定
講
習
を
通

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
３
か
月
間
の
公
共
職
業

訓
練
で
す
。

期
間
　
12
月
9
日（
火
）〜
令
和
8

　
年
３
月
6
日（
金
）

場
所
　
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
住
吉
校

申
込
方
法
　
11
月
12
日（
水
）ま
で

　
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

　
業
訓
練
担
当
窓
口
へ
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長  

𠮷
𠮷  

潤
吉  

様

　
小
中
学
生
の
環
境
教
育
用
と
し
て

　
環
境
学
習
用
ノ
ー
ト
９
０
０
冊
、

　
再
生
紙
６
，０
０
０
枚

○
株
式
会
社
ね
ん
り
ん

　

　代
表
取
締
役  

宮
下  

祥
次  

様

　
防
災
備
蓄
品
と
し
て

　
お
い
も
日
和「
蜜
い
も
缶
」１
０
０
缶

第
６
回
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
　

　
　
　 
in
さ
か
き
開
催
！

ひ
と

ひ
と
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１
６
９
系
電
車
限
定
記
念
硬
券

先
着
４
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
ほ
か
、ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
よ

る
無
料
周
遊
乗
車
、ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
、Ｎ
ゲ
ー
ジ
・
ジ
オ
ラ
マ
の
展

示
の
ほ
か
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、１
６

９
系
電
車
特
別
仕
様
の
釜
め
し
３

０
０
食
限
定
販
売
な
ど
の
飲
食

コ
ー
ナ
ー
や
、鉄
道
会
社
に
よ
る

グ
ッ
ズ
販
売
、運
転
体
験
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
、鉄
道
む
す
め

衣
装
着
用
に
よ
る
モ
デ
ル
撮
影
会

な
ど
、見
て
、乗
っ
て
、味
わ
っ
て
、

楽
し
め
る
、盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
で
す
！

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
26
日（
日
）午
前
10
時

　
〜
午
後
4
時

会
場
　
坂
城
駅
前
多
目
的
広
場
・

　
１
６
９
系
電
車
・
中
心
市
街
地

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※

事
前
申
込
不
要
、参
加
費
無
料

　
詳
し
く
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
広
報
さ
か
き
に
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
ま
ち
創
生
推
進
室

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

日
時
　
10
月
8
日（
水
）・
11
月
5
日

　（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容
　
簡
単
な
体
操
・
血
圧
測
定

　（
毎
回
）、生
活
や
食
で
の
血
流
改

　
善
の
学
習
等
、個
別
に
食
事
や
健

　
康
相
談
も
で
き
ま
す
。 

参
加
費
　
無
料（
事
前
申
込
み
不
要
）

服
装
等
　
動
き
や
す
い
服
装
、飲
み

　
物
持
参
で
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」は
健
康
で

な
い
と
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。そ
の
た
め『
す
べ
て
の
女

と
男
が
輝
く
ま
ち
』と
な
る
よ
う
、

健
康
や
社
会
参
加
な
ど
を
テ
ー
マ

に「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２
０

２
５
」を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
で
人
気

番
組
だ
っ
た「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ

ン
」の
専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
折

一
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、健
康
や
長

寿
の
コ
ツ
、地
域
で
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
15
日（
土
）午
後
2
時
〜

場
所
　
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
　

記
念
講
演

【
演
題（
仮
）】
　「ガ
ッ
テ
ン
流
！
健

　
康
長
寿
の
裏
技
教
え
ま
す
。介

　
護
に
な
っ
て
家
族
に
迷
惑
か
け

　
る
の
は
い
や
だ
！
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

【
講
師
】　
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
た
め
し
て

　
ガ
ッ
テ
ン
」演
出
担
当
デ
ィ
レ
ク  

　
タ
ー  

北
折  

一 

さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
実
行
委

　
員
会
事
務
局（
隣
保
館
内
）

　
☎
８
２―

６
６
０
３

　　
篠
ノ
井
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

「
就
職
応
援
会（
坂
城
町
編
）」を
開

催
し
ま
す
。お
仕
事
を
お
探
し
の
方

が
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら
直
接

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会

と
な
り
ま
す
。事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
29
日（
水
）受
付
時
間
：

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

※

参
加
企
業
に
つ
い
て
は
、
篠
ノ

井
公
共
職
業
安
定
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
篠
ノ
井
公
共
職
業
安
定
所
紹
介
部
門

　
☎
０
２
６―

２
９
３―

８
６
０
９
　

　（
ナ
ビ
番
号
５
）

　
創
業
前
に
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
や
、創
業
に
関
す
る
基
礎
知
識

な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。夢
に
向
か
っ
て
一
歩
前

へ
踏
み
出
す「
き
っ
か
け
」が
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
13
日（
木
）午
後
6
時
〜

　
8
時

場
所
　
町
商
工
会
館

対
象
　
創
業
に
ご
興
味
の
あ
る
方
、創

　
業
し
て
間
も
な
い
方
、ど
な
た
で
も

　
ご
参
加
で
き
ま
す
。

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
坂
城
町
中
小
企
業
能
力
開
発
学
院

   （
町
商
工
会
）

　
☎
８
２―

３
３
５
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
２―

８
２
２
８

　
10
月
１
日
の「
法
の
日
」を
中
心

に
、県
下
全
域
で
司
法
書
士
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
18
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
　

場
所
　
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム

相
談
内
容
　
不
動
産
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
の
財
産
管
理
、相
続
、不
動

産
の
取
引
、空
き
家
の
相
続
、裁

判
所
へ
の
提
出
書
類
作
成
な
ど

予
約
　
不
要

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
司
法
書
士
清
水
敏
彦
さ
ん

　（
長
野
県
司
法
書
士
会
上
田
支
部
長
）

　
☎
２
８―

０
７
７
７

　（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

　
長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

 

日
時
　
11
月
8
日（
土
）午
前
9
時
〜

　
11
時
30
分（
小
雨
決
行
）

場
所
　
千
曲
坂
城
消
防
本
部 

戸
倉  

　
上
山
田
消
防
署

内
容
　

　

　▫
放
水
・
救
助
体
験

　
▫
消
防
救
急
車
両
展
示
・
救
助

　
隊
に
よ
る
訓
練
展
示

　▫
第
46
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
入

　
選
作
品
展
示

　
▫
消
防
服
着
装
体
験
　
な
ど

　※

内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
千
曲
坂
城
消
防
本
部
総
務
課
企
画
係

　
☎
０
２
６―

２
７
６―

０
１
１
９

　
お
と
わ
の
会
で
は「
い
ち
ゃ
り
ば

ち
ょ
う
で
ぃ
」コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
う

で
ぃ
」と
は
、沖
縄
の
言
葉
で「
出
会

え
ば
、皆
、兄
弟
」と
い
う
意
味
で
す
。

沖
縄
の
音
楽
で
、南
国
の
風
を
感
じ
、

心
も
軽
く
、楽
し
い
気
分
に
な
り
ま

し
ょ
う
。皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
4
日（
土
）午
後
2
時
〜

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー  

大
会
議
室

入
場
料
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　（
福
）町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
８
２―

２
５
５
１

　隣
保
館
で
は
、だ
れ
も
が
気
軽
に

行
え
る
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
通

じ
、健
康
づ
く
り
と
地
域
住
民
相
互

の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
と
差
別
の
な

い「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、ス
マ
イ

ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
19
日（
水
）午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
隣
保
館 

大
会
議
室（
２
階
）

参
加
費
　
無
料

参
加
者
　
隣
保
館
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ

　
ン
グ
教
室
参
加
者
及
び
近
隣
地
域

　
住
民

申
込
期
限
　
10
月
30
日（
木
）詳
し
く

　
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
隣
保
館

　
☎
８
２―

６
６
０
３

日
時
　
10
月
17
日（
金
）午
前
9
時
〜

場
所
　
鼠
橋
運
動
公
園
　
マ
レ
ッ
ト

　
ゴ
ル
フ
場（
若
あ
ゆ
コ
ー
ス
）

対
象
者
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
方
法
　
町
シ
ニ
ア
連
事
務
局

　(

町
社
協)

窓
口
に
あ
る
申
込
書
に

　
参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

申
込
期
限
　
10
月
9
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局  

   (

（
福
）町
社
会
福
祉
協
議
会
内)

　
☎
８
２―

２
５
５
１

　
現
在
求
職
中
の
方
を
対
象
に
、介

護
職
員
初
任
者
の
法
定
講
習
を
通

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

職
員
に
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
能
を

習
得
す
る
３
か
月
間
の
公
共
職
業

訓
練
で
す
。

期
間
　
12
月
9
日（
火
）〜
令
和
8

　
年
３
月
6
日（
金
）

場
所
　
マ
ス
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
住
吉
校

申
込
方
法
　
11
月
12
日（
水
）ま
で

　
に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職

　
業
訓
練
担
当
窓
口
へ
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
　

　
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

　
☎
３
９―

１
１
１
１

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長  

𠮷
𠮷  

潤
吉  

様

　
小
中
学
生
の
環
境
教
育
用
と
し
て

　
環
境
学
習
用
ノ
ー
ト
９
０
０
冊
、

　
再
生
紙
６
，０
０
０
枚

○
株
式
会
社
ね
ん
り
ん

　

　代
表
取
締
役  

宮
下  

祥
次  

様

　
防
災
備
蓄
品
と
し
て

　
お
い
も
日
和「
蜜
い
も
缶
」１
０
０
缶

第
６
回
鉄
道
フ
ェ
ス
タ
　

　
　
　 

in
さ
か
き
開
催
！

ひ
と

ひ
と
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食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

楽
し
か
っ
た
修
学
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
６
年
１
組
　
西
牧
　
碧
奏

　
私
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
修
学
旅
行
は
東
京

で
し
た
。
行
く
前
か
ら
わ
く
わ
く
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
実
際
に
東
京
に
着
い
て
み
る
と
、「
東

京
っ
て
こ
ん
な
に
建
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
な

あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
特
に
思
い
出
に
残
っ
た
場
所
は
３
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
工
場
で
す
。
中

に
入
る
と
と
て
も
暑
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

鉄
を
溶
か
し
て
流
す
場
面
は
迫
力
が
あ
り
、
熱
い

風
が
ふ
い
て
き
て
汗
が
と
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

溶
け
た
鉄
が
固
ま
っ
て
も
ま
だ
真
っ

赤
に
な
っ
て
い
る
の
も
す
ご
か
っ
た

し
、
真
っ
赤
な
鉄
が
の
ば
さ
れ
て
少

し
ず
つ
薄
く
な
っ
て
い
く
の
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。

　
次
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
す
。

テ
レ
ビ
で
見
て
「
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
実
際
に
行
け

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
展
望
台
に
上
が
る
と
耳
が

キ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。
展
望
台
か

ら
見
る
夜
の
東
京
の
景
色
は
本
当
に

き
れ
い
で
、
外
か
ら
見
上
げ
る
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
は
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
す
。
み
ん
な
と

初
め
て
一
緒
に
泊
ま
る
ホ
テ
ル
で
、
私
た
ち
の
部

屋
か
ら
き
れ
い
な
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
て

感
動
し
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
や
お
風
呂
も
き
れ
い
で
、

朝
ご
は
ん
も
最
高
で
し
た
。

　
他
に
も
国
会
議
事
堂
や
江
戸
切
子
体
験
、
東
京

臨
海
広
域
防
災
公
園
、
科
学
博
物
館
な
ど
、
普
段

は
で
き
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
楽
し
い
修
学
旅
行
で
、
ま
た
東
京
に
行
き

た
い
で
す
。

修
学
旅
行
で
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
６
年
２
組
　
中
澤
　
あ
か
ね

南
条
小
学
校
６
年
生
は
６
月
25
・
26
日
の
２
日
間
、

修
学
旅
行
で
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
私
が
こ
の
旅
行

で
特
に
心
に
残
っ
た
思
い
出
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
１
日
目
の
夜
に
行
っ
た
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
す
ご
く
高
い

場
所
か
ら
見
え
る
東
京
の
夜
景
は
、
た
く
さ
ん
の
高

い
ビ
ル
な
ど
が
光
っ
て
い
て
、
夜
だ
け
ど
夜
じ
ゃ
な

い
み
た
い
に
明
る
く
、
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
さ
ら

に
修
学
旅
行
で
の
お
土
産
を
買
え
る
た
っ
た
一
つ
の

場
所
だ
っ
た
こ
と
も
楽
し
み
の
１
つ
で
し
た
。
お
土

産
は
私
の
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
悩
み
な
が

ら
選
び
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
家
族

に
見
せ
た
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
受

け
取
っ
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
も
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
２
つ
目
は
、
体
験
活
動
の
藍
染
め

で
す
。
体
験
活
動
は
「
江
戸
切
子
」

と
「
藍
染
め
」
の
二
択
で
し
た
が
、

悩
ん
だ
末
、
藍
染
め
に
し
ま
し
た
。

藍
染
め
は
染
め
る
液
体
の
中
で
何
度

か
に
ぎ
っ
た
あ
と
、
液
体
か
ら
出
し

て
空
気
に
触
れ
た
と
き
に
、
色
が
変

わ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
作
業
を

何
回
も
す
る
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
色
が

濃
く
な
っ
て
い
き
、
今
回
目
指
し
て
い
た
「
こ
い
あ

い
い
ろ
」
と
い
う
色
に
色
づ
き
ま
し
た
。
同
じ
作
り

方
を
し
て
も
、
友
達
と
は
全
く
同
じ
に
な
ら
な
い
藍

染
め
で
完
成
し
た
布
を
見
る
と
、「
自
分
が
こ
ん
な

に
き
れ
い
な
『
こ
い
あ
い
い
ろ
』
で
布
を
色
付
け
で

き
た
ん
だ
」
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の

大
満
足
の
作
品
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出

に
残
っ
た
見
学
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の

修
学
旅
行
で
よ
り
友
情
関
係
が
深
ま
り
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

　村上小学校 5年生は、栄養教諭とともに食育の授業に取り組みました。
　テーマは「ジュースのひみつ～自分たちでジュースを作って砂糖の量を調べてみよう～」です。
　児童は、清涼飲料水の成分表示を確認したり、実際にジュースを作って飲んでみたりする体験を通して、
飲み物のとり方について考えることができました。今回取り上げた清涼飲料水（500mL）には、砂糖が
50g（スティックシュガー約 16 本分）も含まれており、その多さに驚く声も聞かれました。
　砂糖をとりすぎると、疲れやすくなったり、骨が弱くなったり、肥満や虫歯など生活習慣病の原因にも
なります。今回の学習を通じて、児童は健康に過ごすための大切な気づきを得ることができました。

国会議事堂の見学
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
ティッシュ、着替え、ごみ袋

◇平　日　　　午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇土曜開館日　 午前９時～正午

広報さかき広報さかき　　2025年10月号2025年10月号1515



根

っ

子

竹
・
笹
・
草

剪

定

枝

庭

木

雑

木

生

木

建設  木くずチップ処分  産業廃棄物・一般廃棄物

◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★片付けから解体工事まで
★立木伐採
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

①粗大ごみ、家電４品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラスチッ
ク容器包装・紙類等・古着等の布類）
③小型家電の無料回収
④充電式電池

5 日（日）、19 日（日） 午前 8 時 30 分～ 10 時
日精樹脂工業（株）様   駐車場

■令和６年８月分　217.04ｔ
■令和７年８月分　201.86ｔ

家庭から収集所へ出される量と
ちくま環境エネルギーセンターに
出される量の合計

10日（金）、20日（月）
午前9時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

15日（水） 午前9時30分～正午
役場第５会議室（３階）

21日（火） 午前9時～午後4時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、14 日（火）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線 122）直通 75-6204】
へお申込みください。

10 日は弁護士、20 日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、相談日の３日前までに
社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。

10 月

5 日（日）

　

12 日（日）

13 日（月）

19 日（日）

26 日（日）

千曲中央病院

榑沼歯科医院

いろかわ医院

やしろあきたクリニック

滝沢歯科医院

鴇沢眼科

いなりやまクリニック

こみやま歯科医院

とぐらクリニック

安川整形外科クリニック

しおいり歯科医院

千曲中央病院

関歯科医院

【千曲市杭瀬下】

【千曲市内川】

【 立 町 】

【千曲市屋代】

【千曲市磯部】

【千曲市屋代】

【千曲市稲荷山】

【千曲市力石】

【千曲市戸倉】

【千曲市屋代】

【千曲市雨宮】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市粟佐】

☎(026)273-1212

☎(026)261-5005

☎82-2143

☎(026)247-8468

☎(026)276-4636

☎(026)272-0031

☎(026)214-3501

☎81-7011

☎(026)275-0405

☎(026)273-6611

☎(026)273-8080

☎(026)273-1212

☎(026)285-0418

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

10か月児健康相談

１歳児健康相談

１歳６か月児健康診査

対　象　児

令和７年６月生

令和６年12月生

令和６年８月～９月生

令和６年２月～３月生

受　付　日　時

２日（木）午後１時

23日（木）午前９時

22日（水）午前９時

21日（火）午後１時

－15.18ｔ

8日（水）▶役場第５会議室（３階）
午後1時30分～4時

相談をご希望の場合は、相談日の２日前までに千
曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター【☎
026-275-0548】へお申込みください。

24日（金） 午前9時～正午
保健センター

お子さんの体重測定や子育て・離乳食の相談など、気軽にご相談く
ださい。相談をご希望の場合は、事前に保健センター【☎82-3111（内
線 512）直通 75-6230】へお申込みください。

9日（木） 午後2時～5時
保健センター

精神保健福祉士が心の健康に関する相談を受け
ます。ご希望の場合は、事前に保健センター
【☎82-3111（内線 511・512）直通 75-6230】へお
申込みください。

心配ごと
法律相談

行政相談

年金相談

障がい者（児）
相 談

すこやか相談 こころの
健康相談
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

が休館

９月には一般書 67 冊、児童書 60 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆おすすめの本
NO! と言えるようになるための絵本
（文：ドミニク・ドゥ・サン・マルス、絵：
セルジュ・ブロック、訳：安發明子／ゆま
に書房）

　自分を守るため、ほか
の人から大切にしても
らうため、大事なときに
落ち着いて、だけどハッ
キリと「NO!」と言える
ようになろう。「NO」と
言うのがむずかしいと
きにどうすればいいの
か、そのヒントを教える
絵本。作者はパリ在住の
ジャーナリスト。

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

火

7
14
21
28

日

5
12
19
26

☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　７日（火）、２１日（火）午後２時～
☆おはなし会　
     １１日（土）午前１０時３０分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　１８日（土）午前１０時３０分～
☆ちいさなおはなし会～あかちゃんひろば～　
　２４日（金）午前１０時３０分～
☆図書館まつり（本と雑誌のリサイクル市ほか）
     ２５日（土）、２６日（日）

　空き家に関する様々な困りごとの解決に向
け、解体工事業者による無料相談会を開催しま
す。空き家の所有・管理等についてお悩みの方
はご相談ください。

【日　　時】　10 月 8 日（水）　午前 10 時～ 12 時
　　　　　　（相談時間は１組 25 分間です。）

【場　　所】　坂城町役場３階　第４会議室

【対　　象】　町内にある空き家、もしくは近く空き
　　　　　　家になることが見込まれる住宅の所有
　　　　　　者（管理者）

【定　　員】　４組（事前予約制）

【申込期間】　9 月 27 日（土）～ 10 月 1 日（水）

【申  込  先】　長野電子申請システム
　　　　　　での申請もしくは住民
　　　　　　環境課（☎75－6204）
　　　　　　にお電話ください。

　町文化祭と同時開催。地域に残された関連史料を
展示します。

【日　　時】　10 月 25 日（土）、26日（日）　
　　　　　　午前 10時～午後 6時

【場　　所】　格致学校 2階（図書館となり）

【展示解説】　25 日（土）午前 11時～
　　　　　　26日（日）午後 2時～

◎問い合わせ先　文化財センター　☎82－1109

令和７年９月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,211世帯（  ±0）
人　口： 13,691人    （－10）
　男　：  6,790人　（  －8）
　女　：  6,901人　（  －2）

件　数：　　  5件　
累　計：　　26件　（  ＋7）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（  ±0）
負傷者：　　  6人　
累　計：　　30人　（  ＋6）

令和７年８月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください
■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町企画政策課　☎ 0268-82-3111
　　　　　　  直通0268-75-6211　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　株式会社シーデンス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-p. jp

　坂城町青少年を育む町民会議は、小学 6年生 25
名を対象に「夏休み企業見学会」を開催しました。
セイコーエプソン株式会社とカンロ株式会社朝日
工場を訪れ、製品が私たちに届くまでの工程を学
び、貴重な体験と交流の機会となりました。

　第５回坂城・千曲薪能が 3年ぶりに開催され、
子どもたちの仕舞や連吟、奉納鍛錬、狂言「茶壺」・
能「船弁慶」の上演で会場は、幽玄な雰囲気に包
まれ、来場者は夏の夜ならではの伝統芸能を堪能
しました。

　文化センターで「第 70 回坂城町二十歳のつど
い」を開催しました。再会を喜ぶ笑顔に包まれ、
実行委員代表のあいさつや先生方からのメッセー
ジ、記念動画上映で懐かしい思い出を共有しまし
た。新成人の皆さんおめでとうございます。

　坂城小学校で「令和 7年度坂城町総合防災訓練
」を実施しました。当日は、地区役員や自主防災
会など多くの方が参加し、大規模地震を想定した
避難訓練や初期対応を実践しました。今後も町は、
防災体制の充実に努めます。

再開と祝福に包まれて、
新たな一歩

夏の日に刻む、学びと友
情の記録

幽玄の舞が彩る三年ぶり
の薪能

いざという時に備える、
町ぐるみの防災訓練
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